
2022年9月　創立50周年を迎えました!!!

2022年度　環境経営レポート

発行日：2023年　4月　10日

（対象期間：2022年4月1日 ～2023年3月31日）

株式会社　池安
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株式会社　池安

代表取締役　　池澤　安浩

本　　　社 兵庫県小野市河合中町889番地

総務担当者

経理担当者

連絡先 ＴＥＬ： 0794-66-7151

ＦＡＸ： 0794-66-1566

土木工事・とび土工工事・舗装工事

年間売上高  647百万円（2021／4月 ～2022／3月）

総従業員 29名

延べ床面積 168.0㎡

敷地面積 1320.0㎡

　　

環境管理責任者

環境管理担当者

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

（４）事業の概要

（５）事業規模

（６）建設現場等の概要　（2022／4 ～2023／3）

（７）会計年度  4月～翌年3月

 二酸化炭素総排出量

２．主な環境負荷の実績

１．会社の概要

148

772,842 1,085,804
868.69 552.96

0.60 0.28
868.09 552.68

179 205

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.524 kg-CO2/kWh（近畿電力、2019年度の調整後排出係数）

 水使用量

産業廃棄物 トン

ｍ3

一般廃棄物

 廃棄物排出量

kg-CO2

トン

トン

単位

798,348
57.63
0.628
57.00

元請工事  3件

下請工事  32件

2020年度 2021年度 2022年度

全社排出量
項　　目
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事業活動：土木工事・とび土工工事・舗装工事

対象事業所：本社

　　

【推進組織図】

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

④資源（人・もの・金）の用意をする

②上記の結果を社長に報告する

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

①作業所におけるEA21実行責任者を兼ねる

②	作業所の環境目標、活動計画の達成と実績の把握を行う

３．対象範囲（認証・登録範囲（予定）

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

⑤エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

③EA21文書類の作成及び承認をする

環境管理責任者

③自部門に関連する環境関連法規制等を順守する部門長及び
全従業員

作業所長

環境管理責任者：総務担当者

【役割・責任・権限】

代表者(社長)

役　割　・　責　任　・　権　限

③環境経営目標、環境経営レポートを承認する

土木部

各作業所長

総　務

代表者（社長）

４．推進組織図及び役割・責任・権限
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　　５．環境経営方針

株式会社 池安 環境経営方針

地球環境問題を他人事と考えず、当社のモットーでもある「愛の心」で地球環境問題と

事業を発展に取り組んで参ります。

１．当社は下記のとおり、事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに工事施工時に

おける環境配慮に努めます。

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減

(4) 環境に配慮した工事の推進

２．関係する環境法規等並びに地元との約束等を遵守します。

３．環境経営の継続的改善を図ります。

４．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知し、社外へも公開します。

取組の重点分野

制定日：2021年 11月 1日

株式会社 池安

代表取締役 池澤 安浩
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    ６．環境経営目標

No.
基準年度

2020年度実績

電力使用量の削減 5,862 5,803 5,743

-2%1

電力使用量の削減

5,791 5,732

（CO2排出量削減） 0.524

（本社　低圧電力） ※１ （排出係数）

2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標環境経営目標

3,041
-3%

3,0103,102.60 kg-CO2

5,674

10,82811,163 kWh

-1%

11,051

-2%

10,940

-3%
5,849.41 kg-CO2

-1%
3,072

kWh5,921

2

3

自動車燃料使用量の削減 24,051.00 ℓ

（CO2排出量削減） 0.524

（本社　従量電灯） ※１ （排出係数）

23,329

55,798 kg-CO2 55,240 54,682 54,124
ガソリン

（CO2排出量削減）

（排出係数）

2.32

-1%

23,810

-2%

23,570

-3%

4

重機燃料使用量の削減 284,340.00 ℓ

-1%軽油 （排出係数）

733,597.2 kg-CO2

（CO2排出量削減） 2.58

-3% 774,397

281,497

-2%

278,653

-3%

275,810

726,261 718,925 711,589

5 798,347.54 kg-CO2 -1% 790,364
二酸化炭素排出量

　 の削減　※２
-2% 782,381

100
+0.2
(%)

100
+0.2
(%)

1006
産業廃棄物の削減

％
+0.2
(%)（リサイクル率向上）

99.8

※３

622 -2% 615 -3% 6097
　一般廃棄物排出量

kg -1%
　 の削減

628

　評価ポイント
　100ﾎﾟｲﾝﾄ

(%)
　以上

　評価ポイント
　100ﾎﾟｲﾝﾄ

(%)
　以上

　評価ポイント
　100ﾎﾟｲﾝﾄ

(%)
　以上

9
問題発生を未然に抑える
取組の推進　※４

100 ％

147 -2% 145 -3% 1448 148 ｍ3 -1%水使用量の削減

     「建設廃棄物」に関する取組を項目ごとに点数評価し、下記の計算式でポイントを算出する。

     ポイント（％）= 100×工事数×評価点数（実績）/工事数×評価点数（満点(4)）

（注）化学物質は使用していないため、目標に設定していない。

※1 電力の二酸化炭素排出係数：0.524 kg-CO2／kWh（近畿電力、2019年度の調整後排出係数）

※2 灯油、ＬＰＧの値は含まれていない。（使用量が少ないため、目標に設定していない）

※3 産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量(56.86t)÷発生量(57.0t)＝99.8％

※4 請け負った工事ごとに、現場代理人が「騒音・振動」、「水質汚濁」、「大気汚染」、
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○ ○

○ ○

○

自動車燃料使用量の削減 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

７．環境経営計画

1.水の流しっぱなしの防止

2.節水ステッカー貼付による節水意識の向上

総務課
担当者

・請け負った工事ごとに、「騒音・振動」、「水
質汚濁」、「大気汚染」、「建設廃棄物」につい
て、適切な取組を実施（低騒音型重機使用、沈砂
池の設置、排ガス第３次規制対応車使用、特定建
設資材の100％リサイクルなど）

工事部
部長

○

3.法定速度の順守（ダンプ、トラック）

4.相乗りの励行（ダンプ、トラック）

5.タイヤ空気圧の定期的点検

6.過度な負荷をかけないアクセルワーク（重機）

工事部
部長

1.リサイクルを意識した一般ごみの分別

2.コピー紙の裏紙使用

3.詰め替え容器のある商品の選択

総務課
担当者

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯
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2

電力使用量の削減

3

（本社　従量電灯）

（CO2排出量削減）

・NO.1～4 に従う

重機燃料使用量の削減
軽油

（CO2排出量削減）

産業廃棄物の削減
（リサイクル率向上）

1.建設廃棄物の分別徹底

2.不法投棄、不法処分リスクの無い処理業者への委託

3.保管基準の順守

工事部
部長

総務課
担当者

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

3.法定速度の順守　4.タイヤ空気圧の定期的点検ガソリン

（CO2排出量削減）

総務課
担当者

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

No. 環境経営目標

1

電力使用量の削減

（本社　低圧電力） 

（CO2排出量削減）

環境経営目標の達成手段

１.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

実施
体制

(責任者)

スケジュール

7

8 　総排水量の削減

9
問題発生を未然に抑える
取組の推進

　一般廃棄物排出量
　の削減

4

5
二酸化炭素排出量

　 の削減

総務課
担当者
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％

％

％

％

％

％

％

103達成率

電力使用量の
削減

（本社低圧電力）
（CO2排出量

削減）

電力使用量の
削減

（本社従量電灯 ）

（CO2排出量

削減）

2

単位 kg-CO2

・部分消灯
は実践でき
たが、一
部、消し忘
れもあった

1

・現在の取組を
徹底する

目標 54,682

実績 60,464

達成率 90

達成状況 ×

・現在の取組を
継続、徹底する

目標 5,732

実績 5,958

達成率 96

達成状況 ×

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

No.
次年度の

環境経営計画

3,041目標

実績 2,959

単位 kg-CO2

環境経営計画の実績

（2022年4月～2023年3月）

・猛暑、極寒
の時期は、空
調機の使用を
なかなか控え
ることができ
ない。

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ･ｳｫｰﾑ
ﾋﾞｽﾞを促進し、
空調電気使用料
を減らす

環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき 評価
※４実施した取組内容

・昼休みの消灯 △

・空調設定温度の励行 △

・部分消灯及びこまめな消灯 ◎

3

単位 kg-CO2

・遠方の現
場、営業先
が増加した
ため

・引き続き、作
業内容に応じた
アクセルワーク
の習得に努める

目標 718,925

実績 1,016,399

達成率 71

達成状況 ×

4

単位 kg-CO2
・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ､無駄
な空ぶかし等を
しないよう意識
付いたが、重機
の増加等により
達成できなかっ
た

重機燃料
使用量の削減

（軽油 ）
（CO2排出量

削減）

・アイドリングストップ ◎

・作業内容に応じたアクセ
ルワークの実施

5

単位 kg-CO2

No.1～
No.4 に記
載

No.1～No.4
に記載

目標 782,381

実績 1,085,779

達成率 72

達成状況 ×

二酸化炭素
排出量の削減

※１

No.1～No.4 に記載

6

単位 ％

・分別の意
識が浸透し
た

・分別を更に徹
底して金属くず
容器を全現場に
設置する

目標 100

実績 100

達成率 100

達成状況 〇

産業廃棄物
排出量の削減

※２

・建設現場での分別強化 ○

・金属くずの分別ボックス
新設

◎

7

単位 kg

よくできて
いる

・現在の取組を
継続する

目標 615

実績 277

達成率 222

達成状況 ○

一般廃棄物
排出量の削減

・コピー用紙の裏紙使用 ○

・一般廃棄物分別の徹底に
よる再資源化の推進

・離席時のパソコンＯＦＦ △

・空調設定温度の励行 △

・部分消灯及びこまめな消灯 ◎

・離席時のパソコンＯＦＦ △

自動車燃料
使用量の削減
（ガソリン ）
（CO2排出量

削減）

・急発進の防止 ○

・アイドリングストップ ○

・相乗りの徹底 ○

・適正空気圧の確保 ○

達成状況
※５ ○

○

○
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％

％

9

単位

達成状況 ○ ・工事における
環境配慮活動を
更に徹底する

（実施した工
事の環境配
慮）低騒音型
重機使用、沈
砂池の設置、
排ガス第３次
規制対応車使
用、特定建設
資材の100％
リサイクルな
ど

目標 100

実績 100

達成率 100

実施体制
・実施体制（環境管理責任者、環境委員会並びに各目標ごとに設定された実施責任
者）は有効に機能しており、これを継続する

　※１ 灯油、LPGの値は含まれていない。（使用量が少ないため、目標に設定していない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二酸化炭素総排出量は24.3㎏-CO2）

　※２ 産業廃棄物のリサイクル率の向上(実績)；再生量(552.68t)÷発生量(552.68t)=100%

　※３ 問題発生を未然に抑える取組；ポイント（％）＝100点（実績）/100点（満点）＝100％

　※５　達成状況：○目標達成　×目標未達成

　※４　評価：◎よくできた　○ほぼできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

8

単位 ｍ３

・井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ
の不具合有

目標 145

実績 205

達成率 71

達成状況 ×

総排水量の削減

・水の流しっぱなしの防止

・節水意識の向上 ○

◎
・漏水の点検を
２ヶ月毎に実施
する

・散水は井戸水
を活用する

％

問題発生を未然に
抑える取組の推進

※３

・工事における下記の環境
配慮活動の実施

(1)	騒音・振動の低減 ○

(2)	水質汚濁の防止 ◎

(3)	大気汚染の防止 ○

(4)	建設廃棄物の
リサイクル

○

◎

・節水ステッカー貼付
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都道府県知事への事前届出の提出（工事着手の7日前まで）

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守評価
記録」で管理している

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

フロン排出
抑制法

6

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

遵守

遵守

特定建設資材の再資源化（コンクリート、廃木材、アスファルト等）

元請業者の発注者への再資源化に関する書面報告、並びに再資源
化実施状況の記録作成と保存

遵守

遵守

遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前

特定建設作業は敷地境界線において、85dB(A)を超えないこと 遵守

特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前 遵守

特定建設作業は敷地境界線において、75dB(A)を超えないこと 遵守

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はあり
ません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。

適用される法令等 遵守状況主な遵守すべき内容　※

遵守評価日：2023年4月10日

処理業者との適正な契約並びに業者の許可証有効期限の確認 遵守

マニフェスト伝票の管理（法定記載事項、照合確認、５年間保存）

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守

マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに）

遵守

遵守
廃棄物処理法1

建設リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

2

4

3

7

5

自治体との災害時
応援協定

空調機の簡易点検（３か月以内ごと）及び廃棄後３年間ま
での記録保存

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書の
交付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付し
た引取証明書の３年間保存

（２）環境関連訴訟等の有無
環境関連訴訟等は過去５年間、１件も発生しておりません。

遵守

遵守

設備・
体制確認

災害発生時に応援派遣する

遵守

遵守

防火管理者の専任（工場・倉庫・事務所は50人以上）及び所
轄消防署長への届出

消火設備の定期点検、消火器の有効期限少量危険物の届出、
点検

消防法

9



兵庫県小野市河合中町889番地

株式会社　池安

代表取締役　池澤　安浩

　※次年度以降への展開を重点に記載する

環境経営
目標及び
環境経営

計画

その他の
環境経営
システム

実施体制

代表者による評価環境管理責任者の報告見直しに必要な事項

代表者の
指示事項

現在は環境目標未達成部分が5項目あるが、このうち、燃料の削減と電力の削減未達成が
大部分を占めている。これらを達成するには、適切なｱｸｾﾙﾜｰｸを心掛ける、無駄なｱｲﾄﾞﾘﾝ
ｸﾞ･空ぶかしをやめるのは当然であるが、重機の増加・車両の増加は避けて通ることがで
きないため、目標設定を再検討してみる必要もある。

□有り
■無し

環境経営目標・計画の達成
状況は妥当か
・課題とチャンス、・二酸
化炭素排出量削減、・廃棄
物排出量削減、・水使用量
削減　等

環境経営目標はおおむ
ね適正であるが、電

力・燃料の目標が未達
成であることから、目
標設定を再検討してみ

てはどうか。

環境経営目標は変更し
ない

□有り
■無し

・環境負荷の大きな変化
・法規制等の遵守状況
・教育・訓練の実施
・外部からの苦情や要望
・実施及び運用の適切性
・緊急事態への準備状況
・取組の確認並びに是正処
置の状況
・環境経営レポートの作成
と公表、活用状況

環境経営ｼｽﾃﾑは適正で
あるが、併せてICT機
器利用の促進に伴いﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾏｰの育成も進めてみ
てはどうか。

環境経営ｼｽﾃﾑにプログ
ラマー育成の追加も検
討する

□有り
■無し

実施体制は効果的であ
り、変更の必要性はない
か

実施体制は効果的であ
り、変更の必要なない
と思われる。

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ

なし

代表者の
総合評価

※

従業員の入替等もあり、情報の共有が遅れていたり、少し気のゆるみも見受けられる。今
後も環境目標達成に向けてより一層努力し、環境改善に努める。これを継続していく。

実施体制は継続する
□有り
■無し

10．代表者による全体の評価と見直し・指示

変更の
必要性

環境経営方針は継続す
る

環境経営方針は適切で
あり、変更の必要なな
いと思われる。

環境経営方針に示された
環境への取組の基本的方
向は現在も適切か

環境経営
方針

見直し年月日：2023年4月10日
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